














Word-of-Mouth Reviews of Motion Picture Series: 
Review Survival Bias 




 (1) 評価の生存バイアス 
 (2) エンターテイメント作品のシリーズ化 
 (3) 作品の普及パターンと顧客の同質化 
3. 方法 
 (1) 仮説 
 (2) データ 
4. 分析結果 
 (1) シリーズ作品の評価の推移 
 (2) シリーズ作品のレビュー数の推移 
5. おわりに 
 (1) まとめ 

















































択される採択率の推定値の分散が p(1-p)/n で求まるとすると、普及率 1%の場合
と普及率 50%の場合で分散を同じにするために 25 倍の標本数が必要であると容
易に計算でき、観測を控える要因となる。 
 観測の打ち切りが生存の有無にしか依存しない独立打ち切りの場合は、適切な































 (3) 作品の普及パターンと顧客の同質化 
 Bass の普及理論は耐久財だけでなく映画の観客動員数の推移などの短期間の
推移の分析にも有効であると知られている（Krider & Weinberg, 1998; Sawhney 
& Eliashberg, 1996; Lehmann & Weinberg, 2000; 荒木, 2009）。一方で、音楽ア
ルバムの販売数の推移において、アーティストの知名度が増すほど普及理論があ




































 仮説 1：シリーズ作品の評価は、前作の評価より高くなる傾向がある。 










 仮説 2 については、シリーズ作品として認知されるほど固定客比率が高まり、
情報発信としてのクチコミのニーズが少なくなると予想する。 
 












ーリングの手法により収集した。評価得点は☆１個から 5 個の 5 段階評価となっ
ており、2006 年 7 月 22 日から 42018 年 2 月 4 日までに間に投稿されたレビュ
ーデータは 246,506 件、映画作品は 53,605 作品であった。 
 
図表 2 シリーズ作品の事例（ドラえもん）  








2011 2011 年 03 月 05 日 4.1 10 
2 
映画ドラえもん 新・のび太の大魔
境 ペコと 5 人の探検隊 
2014 2014 年 01 月 31 日 3.6 19 












2017 2017 年 03 月 04 日 3.6 53 
（出所）筆者作成 
 











B が同じシリーズと判定され、かつ作品 B と作品 C が同じシリーズと判定され
た場合は、作品 A と作品 C が同じシリーズと判定されるか否かに関わらず作品













るシリーズ 初の『映画ドラえもん 新・のび太と鉄人兵団 はばたけ天使たち』
の評価平均 4.1 は、シリーズ 2 作目の『映画ドラえもん 新・のび太の大魔境 ペ
コと 5 人の探検隊』の評価平均 3.6 と比較し、評価は 1 作目が高く t 値は 1.47 で
あるが p 値は 16.3%となり十分に有意な差があるとは言えない結果を示してい
る。シリーズ 2 作目はシリーズ 3 作目と比較し、 後のシリーズ 6 作目は比較対
象がないため表の記載は n.a.(not available)としている。 
 









4.1 1.47 16.3% 
2 
映画ドラえもん 新・のび太の大魔境
ペコと 5 人の探検隊 
3.6 0.11 91.3% 




3.0 -4.56 0.0% 




3.6 n.a. n.a. 
（出所）筆者作成 
 
 470 作品を 161 シリーズについて図表 3 の通り 309 回の平均値の差の検定を
行い、その t 値の結果の度数分布を図表 4 に示す。分布の形状として 0 を中心に
左右対称なベル型の分布となり、平均値は 0.76 であった。「平均がゼロ」を帰無





















 図表 5 は、作品のシリーズの順番を横軸、図表 3 で示した平均値の差の検定の
ｔ値をタテ軸座標とした散布図である。ただし 1 作品目と 2 作品目を比較した場



















 (2) シリーズ作品のレビュー数の推移 
 仮説 2「シリーズ作品の評価数は、前作の評価数より減る傾向がある」を検証
する際、レビュー数は時系列的で増加傾向にあるため、単純に比較するとシリー
ズ後半の作品ほどレビュー数が増えるバイアスがかかる。そこで、2018 年 1 月
作品数
ｔ値 































10 88.7 NA 
2 
映画ドラえもん 新・のび太の大魔境 
ペコと 5 人の探検隊 
19 40.9 -47.7 




40 50.3 -335.0 




53 48.9 -15.4 
（出所）筆者作成 
 























平均=0 を帰無仮説とする t 検定 
 t 値-4.7 
 p 値 0.1%未満 








































 (1) まとめ 
 映画のシリーズ作品の評価の傾向を明らかにするため、映画のレビュー・サイ
トのデータを用いて、前作と比較したシリーズ作品の評価の推移について実証分













60 平均 -0.58 
平均=0 を帰無仮説とする t 検定 
 t 値-5.8  
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